










はじめに 

 極小未熟児における重症 ROP は集中治療の時代の酸素管理をはじめ,トータルケアの進

歩した今日においても,発生がみられ,積極的な予防法の導入が考慮さるべきである。V.E.

の効果はもっとも熱望されているが,発生率および重症度の減少に対する効果には議論が

あり,V.E.の投与上の投与法(経口か筋注),投与の開始と期間,血中 V.E.値の測定(間隔),

投与量などが未解決で,臨床的効果を評価する統計的解析法にもサンプルサイズ,重症度,

管理法などに限界があるが,今回は安全性と必要性を確認するため,超未熟児を対象として

V.E.投与を試み,以下の研究を行った。 


